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救急医療体制のさらなる充実に向けて

救急医療の問題解決に向けたこれまでの取り組み

新たな応急診療所の整備
　津市応急診療所整備検討会からの提言書を踏ま
え、二次救急医療機関と連携が取りやすく、市民
の利便性の高い旧県営住宅跡地に、新たな応急診
療所の整備を進めます。この診療所は、輸液処置
などが行える処置室の設置や、心電図検査、尿検
査、血糖測定検査といった検査の実施など、内容
をより充実させていきます。
MIE－NETの試験的運用
　三重県が取り組んでいる、タブレット端末を活用
した救急患者搬送に係る情報共有システム「MIE－

NET」の試験運用を始めます。「MIE－NET」は、
救急患者に関する情報を現場の救急隊から二次・
三次救急医療
機関に一斉に
伝達すること
で、患者が早
期に適切な医
療機関へ搬送
される効果が
期待されてい
ます。 救急患者搬送にタブレット端末を活用

　専任の医師などの専門スタッフが、24時間
年中無休、通話料・相談料無料で電話相談に応
じます。

津市救急・健康相談ダイヤル２４（平成２３年１０月～）

　津市が三重大学に寄附を行い、県立一志病院
を活動拠点として津地域医療学講座を開設しま
した。これに伴い、県立一志病院へ医師が増員
され、白山・美杉地域等の救急医療体制の充実
にもつながっています。

津地域医療学講座の開設（平成２４年９月～）

　救急医療と市民のニーズを踏まえた地域医療
業務を充実し、その推進体制の強化を図るた
め、地域医療推進室を新設しました。

地域医療推進室の新設（平成２５年４月～）

　新しい応急診療所を整備するため、津市応急
診療所整備検討会を設置し、昨年９月には、検
討会から市長へ提言書が提出されました。

新しい応急診療所の検討（平成２５年４月～）
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これらの取り組みの結果…

津市の救急医療体制が、少しずつ改善

平成２４年９月　津地域医療学講座を開設

県立一志病院における救急車等の受入状況

※（　）の数値は１月当たりの件数

期間 H23.9～
H24.8末

救急車の
受入件数

ウォークイン
患者の受入件数

H24.9～
H25.8末

対前年比
（件数）

297件
（24.8件）

625件
（52.1件）

385件
（32.1件）

788件
（65.7件）

＋88件

＋163件

129.6％

126.1％

261件
（32.6件）

407件
（50.9件）

対前年比
（％）

H25.9～
H26.4末区分

回　数

０・１回

２～５回

６～９回

10回以上

平成23年
件数 比率

平成24年
件数 比率

平成25年
件数 比率

10回以上照会を行った割合が減少！
１回以下の照会で決定した割合が増加！

救急搬送件数に占める軽症患者の割合が減少！

救急搬送照会件数 救急搬送状況

区　分

死　亡

重　症

中等症

軽　症

平成23年
件数 比率

平成24年
件数 比率

平成25年
件数 比率

8,270

3,139

543

247

67.8％

25.7％

4.5％

2.0％

8,849

3,196

511

166

69.6％

25.1％

4.0％

1.3％

9,207

3,264

408

116

70.9％

25.1％

3.1％

0.9％

262

919

4,296

6,722

2.1％

7.5％

35.2％

55.1％

240

1,143

4,406

6,930

1.9％

9.0％

34.6％

54.5％

231

1,096

4,723

6,940

1.8％

8.4％

36.4％

53.4％


